














































































































































































































れたフランスのニコル ･M ･ル ドワラン教授 (フ
ランス科学振興機構発生学研究所所長)をお招き
して,岡山フォーラム ｢生物のかたちづ くりの謎
をとく｣-発生工学への道-が催されたO
ル ドワラン教授の講演に先だって,竹市雅俊教
揺 (京都大･理)から,｢細胞をよりわける分子と
動物のかたち作 り｣の賛助講演が英語でなされた｡
その講演は動物のかたちを構成する細胞の機能,
しくみに関する大変興味深い内容であった｡
10分間の休憩後,医学部長小田啄三先生の御挨
拶があった｡その後直ちに,ル ドワラン教授の講
演に移った｡ニワトリとウズラ間のキメラ動物の
作出という新 しい技術を用いて,高等動物の発生
のメカニズム特に神経系と免疫系の発生機構を解
明した内容について詳細に話され,膳の発生機構
に興味を持つ聴衆者に大変深い感銘を与えた｡
昭和61年度役員会報告
昭和61年度内には,下記の2回の役員会が持た
れた｡
第1回役員会
昭和61年9月13日(土)13:00-13:50まで,重
井医学研究所3階図書室において開催された｡
議題ならびに討議内容は下記の通りである｡
①昭和60年度会計報告について---昭和60年度
(4月20日～12月28日)の会計報告の監査を中江
利孝,高橋正惰両監事にお願いしたところ,昭和
61年5月8日に御承認を得た｡
②研究会々員ならびに賛助会員の動向について-
昭和61年6月末日現在で97名の会員となり,同年
9月13日現在で岡山県立短大生物学研究室の伊藤
国彦先生,琉球大学医学部附属動物実験施設の小
杉忠誠先生の2名が会員になられたので,会員は
99名となった｡
岡山県内会員は38名(38.4%),県外会月は61名
(61.6%)となり,県内会員は県外会員を下まわ
